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 調査を行ったのは、亀岡市曽我部町西条と同市保津町保津新田の 2 か所。8 月末までに各
調査地で 40 回ずつ行った調査で記録した鳥類は計 42 種、9368 個体(曽我部町 35 種 4280
個体、保津町 36 種 5088 個体を記録)に上った。調査は日の出から日の入り(4:30～19:30)





（2009 年 3 月 31 日撮影） 
 
写真 5 3 月、北に渡る途中に保津川の湧水周
辺に立ち寄ったヒレンジャク （2009 年 3


















































































7 月 1 日撮影） 
写真 8 保津町の電線で撮影したモズ。10 月
から 11 月にかけて、高鳴きがよく聞か
れる （2009 年 10 月 20 日撮影） 
写真 9 保津町で撮影したアオサギ。刈り取り
後の水田に飛来していた（2009 年
10 月 20 日撮影） 
表 1 曽我部町と保津町の環境別出現率上位 3 種 
今回の調査では、曽我部町と保津町のどちらでも色々な種類の鳥が色々な場所で採食を
したり囀ったり日光浴をしている姿を見ることができた。今後の調査では、秋冬に飛来す
る鳥類の移り変わりと共に、調査地を増やし、環境ごとの鳥類の出現傾向をみていこうと
考えている。 
 
おわりに 
京都学園大学は、亀岡市曽我部町南条大谷という場所にある。この南条という地名。条
里制水田のあった地域につけられたのだという。亀岡市内には、京都市よりも古い、1300
年の歴史のある神社がいくつかある。こうした古くから、農耕地として栄えてきた地域に、
今なおさまざまな鳥や魚が農業と関わり合いながら暮らしている。現在の日本では、水田
生態系の生物多様性や希少生物は、それ自身の価値を認める人たちによって保全されつつ
ある。それと同時に、農地に見られる自然は、以前は、水田漁撈のように生存基盤として
重要な役割を担っていたことを忘れてはならないのではないだろうか。水田生態系は、米
だけでなく他の多くの生物資源、特に人が利用可能な生物資源を育む生産性があることを、
生存基盤という観点から見つめ直す必要があるのではないだろうか。 
